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１．整備コンセプト・事業趣旨・計画概要 

(1)整備コンセプト 

 弘前大学医学部附属病院は、青森県唯一の医育機関をもつ大学病院であり、特定機能

病院として高度医療や専門医療をはじめとする高度急性期医療の提供を行いつつ、地域

医療の最後の砦として重要な役割を果たしている。また、地域の疾病構造の特性を踏ま

え、地域医療機関、地方公共団体等と連携をしながら、地域の医療課題にも積極的にと

り組んでいる。 

 現在、今後の地域の人口動態、求められる医療の質、高齢化社会を踏まえた疾病構造

の変化など、昨今の医療を取り巻く環境の変化に対し、患者本位の医療と地域課題解決

の医療を目指した病棟整備計画のもと、新たな整備を行っており、平成31～令和4年度

にかけて病棟Ⅰ期を整備した。 

 同計画は、史跡や高さ制限等多くの制約がある敷地条件や、将来を見据えた病院ゾー

ニング等を踏まえ、長期的に次の再開発の際にも「建て詰まりとならない」位置に病棟

を整備する計画となっている。今後、同計画に基づき病棟整備（Ⅱ期）を進めるにあた

り、空きスペースが生まれた既存第一病棟の機能を用途変更して臨床研究棟機能を有す

る総合研究棟として活用するため改修整備計画を策定して現在Ⅰ期範囲を整備中であ

り、引き続きⅡ期範囲の整備を行う。 

 

(2)事業趣旨  

 本事業で整備する「総合研究棟（臨床系）」は、本町団地内の老朽化・陳腐化が著し

い既存の臨床研究棟の機能を同団地内で進む病院再開発において生み出される既存病

棟 (第一病棟) 跡地のスペースを活用して新たな臨床系総合研究棟へリノベーション

するものであり、高齢化社会におけるニーズに対応する、患者を総合的にみる守備範囲

の広い医療人の養成拠点へと再生整備するものである。 

 北東北でニーズの高い総合診療・遠隔診療・感染症・災害・救急集中治療等の領域に

焦点を当てた地域基盤型医療教育の質的転換のためには、大空間の確保や用途に応じて

可変的な使用を可能とする実験室が必須であるが、小間切れの既存スペースでは求めら

れる教育活動に対応できない状況にあることから、本事業により抜本的改善を行う。ま

た、事業規模が大きく(総改修面積 12,110㎡)数年に渡る整備となるが、共同研究や教

育活動への影響等を最小限にするべく、毎年度で確実に成果を生み出す規模を設定し、

３か年事業として実施している。 

 本事業で共同研究講座等との連携を強化する実験・研究スペース等を整備し、地域と

本学のハード・ソフトを有機的に結びつける「交わる機能」を充実させ、キャンパス全

体のイノベーションコモンズ計画を推進させる。 

 

(3)計画概要 

・３か年、Ⅰ期～Ⅲ期で行う事業のⅡ期目であり、Ⅲ期までを見据えた設計を行う。 

・安全性及び各室に求められる機能を確保しつつ、工事費・維持管理費（光熱水、清

掃、保守点検、警備、廃棄物処理等）の経済性、省エネルギー及びメンテナンス等

に配慮した設計とする。 

・Ⅱ期工事の範囲において建築物の省エネルギー性能指標 BEI≦0.6 を確保する。 

・整備予算額におさまるよう、別途発注の建築設計と協力し経済的な設計を行う。 

・Ⅱ期工事の完成期限は、令和８年２月末とする。 

・設計にユニバーサルデザインを積極的に取り入れる。 
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２．施設概要（改修建物） 

   施設名称 ： 総合研究棟（臨床系）（Ⅱ期） 

   構造・階 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造・地上９階地下２階 

   延べ面積（改修延べ面積） ： 3,690 ㎡（Ⅰ期～Ⅲ期 計：12,110 ㎡） 

   用  途 ： 学校 

 

３．整備内容 

主な整備内容は次のとおりとする。 

＜電気設備＞ 

◎電灯設備 

  ・内装改修に伴う照明設備、コンセント設備等の改修をおこなう。 

  ・照明器具の光源は、LED とする。 

・各室の照明点滅は個別スイッチとし、廊下・トイレは、人感センサーとする。 

・非常用照明、誘導灯（又は誘導標識）は関係法令に則り設置する。 

・コンセントは接地極付を基本とする。 

  ・実験機器等への電源供給は、消費電力に応じた回路構成とし、機器の設置位置に合

わせたコンセント高さとする。 

 

◎動力設備 

  ・内装改修に伴う空調設備等機械設備関連の電源改修及び実験用動力設備の改修をお

こなう。 

 

◎雷保護設備 

  ・屋上防水改修及び屋上設備機器の変更にあわせ、避雷針等の雷保護設備（接地極を

含む）を改修する。 

  ・保護範囲は、Ⅲ期までの整備を考慮すること。 

 

◎受変電設備 

  ・経年により老朽した高圧受変電設備（高圧・低圧とも）を更新する。 

  ・受電方式は、２回線受電とする。 

  ・受電用ＣＴや変圧器容量などは、Ⅲ期までの整備を考慮して選定すること。 

  ・低圧配電盤はⅡ期、Ⅲ期の幹線ケーブル接続等を考慮し、プラグイン形ブレーカ等

の選定を検討すること。 

  ・本建物の受変電設備は第二病棟へ電源を供給しているため、第二病棟への影響を小

さくするように計画する。 

 

◎発電設備 

  ・停電時にフリーザーや実験機器などの実験設備へ電源供給するため、保安用電源と

して非常用発電設備を設置する。 

  ・非常用発電機系統の配電盤はⅠ期で設置したものを使用する。 

  ・非常用発電機は既存発電機をⅢ期で移設する計画である。 

 

◎構内情報通信網設備 

  ・内装改修に伴う構内情報通信網設備の改修をおこなう。 

  ・構築するネットワークの種類は、学内ＬＡＮと医療情報用ＬＡＮの２系統とする 

  ・学内ＬＡＮは、保健学科Ｆ棟のサーバー室より光ケーブルで各階ＥＰＳに設置する
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情報機器収納ラック（スプライスユニット収容）に引き込む。 

  ・医療情報用ＬＡＮは、外来診療棟地下１階のサーバー室より光ケーブルで各階ＥＰ

Ｓに設置する情報機器収納ラック（スプライスユニット収容）に引き込む。 

  ・ＥＰＳ内情報機器収納ラックより、各居室等に設置する情報用モジュラコンセント

に配線する。 

  ・ＵＴＰケーブル等の規格は、カテゴリー６Ａとする。 

  ・設置する情報機器（スイッチ、ＨＵＢ、無線ＬＡＮアンテナなど）は別途とする。 

  ・ヒアリング等で上記以外のネットワークの要望があった場合は、要望を確認して 

配線する。 

 

◎構内交換設備 

  ・内装改修に伴う構内交換設備の改修をおこなう。 

  ・エネルギーセンター棟２階の設置してある既設電話交換機より各階ＥＰＳ内に設置

する端子盤に電話配線を引き込む。 

  ・各階ＥＰＳ内に端子盤を設置し、各居室等に設置する電話用モジュラコンセントに

配線する。 

・廊下には、構内ＰＨＳ用のアンテナを設置する。 

 

◎映像・音響設備 

  ・ゼミ室、カンファレンス室等に映像・音響設備の設置を計画しており、必要な空配

管、ボックス等の整備をおこなう。 

 

◎拡声設備 

  ・内装改修に伴う拡声設備の改修をおこなう。 

  ・消防法に則り、非常放送設備とする。 

  ・主装置は入院棟東１階防災センターの既設放送アンプとし、各階ＥＰＳ内に設置す

る端子盤を介して、スピーカー等の端末機器に配線する。 

  ・居室には原則として照明スイッチ脇にアッテネータを設置する。 

 

◎誘導支援設備 

  ・内装改修に伴う誘導支援設備の改修をおこなう。 

  ・呼出が必要な場所にインターホンを設置する。 

 

◎テレビ共同受信設備 

  ・内装改修に伴うテレビ共同受信設備の改修をおこなう。 

  ・屋上にアンテナを新設し、教授室等必要箇所にテレビ端子を設置する。 

・地上デジタル、4K 放送対応とする。 

 

◎監視カメラ設備 

・内装改修に伴う監視カメラ設備の改修をおこなう。 

・建物出入口や第二病棟との接続部など主要な出入り口に監視カメラを設置して録画、

監視する。 

 

◎防犯・入退室管理設備 

・内装改修に伴う入退室管理設備の改修をおこなう。 

・建物出入口や第二病棟との接続部など主要な出入り口にカードリーダー、またはテ
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ンキーを設け、入退館管理をおこなう。 

 

◎火災報知設備 

  ・内装改修に伴う自動火災報知設備、自動閉鎖設備の改修をおこなう。 

  ・自動火災報知設備の受信機は入院棟東１階防災センターの既設ＧＲ型受信機とし、

本改修建物には各階ＥＰＳ内に中継器盤を設置し、そこから感知器等の端末機器に

配線する。 

  ・自動閉鎖設備の制御盤は、自動火災報知設備の受信機と共用とする。 

 

◎中央監視制御設備 

  ・受変電設備、発電設備等電気設備機器の日常管理や運営および監視を効率よく行う

ため、入院棟東１階の防災センターに設置してある既設中央監視制御設備で状態監

視、遠隔操作を行えるようにする。 

・本改修建物には、必要なポイント数に応じてリモートステーション盤を増設する。 

 

＜機械設備＞ 

◎給排水衛生設備 

  ・内装改修に伴う給水・給湯・排水配管、衛生器具等の改修をおこなう。 

・衛生器具は、コスト面（ランニングコストを含む）、衛生面、メンテナンス面につ

いて配慮した器具とする。 

・給水設備は、既存の高架水槽方式から加圧給水方式に改修する。系統は上水、雑用

水（井水利用）の２系統とし、雑用水は便器の洗浄水として利用する。 

・受水槽は、地下２階受水槽置場に第一病棟系統、第二病棟系統が設置されており、

本改修工事では第一病棟系統の水槽を撤去・新設する。 

・新設する受水槽の容量は、Ⅲ期までの整備及び病院全体の備蓄量を考慮して選定す

ること。 

・新設する加圧給水ポンプは、Ⅲ期までの整備を考慮して能力を選定すること。 

・給湯設備は、電気温水器による局所給湯方式とする。 

・第二病棟系統に必要な設備を除き、既存中央給湯方式の設備は撤去する。 

・屋内分流方式とし、自然流下により、敷地内既設排水管へ放流する。 

・湧水および雨水排水水中ポンプを更新する。 

 

◎消火設備 

  ・内装改修に伴い、「消防法施行令別表第 1 16 項イ」に必要な下記設備を設置する。 

1） スプリンクラー設備 

2） 連結送水管設備 

3） 特殊消火設備（地下１階電気室） 

・既存はスプリンクラーポンプと屋内消火栓ポンプとを別に設置しているが、改修後

はスプリンクラーポンプのみとし、スプリンクラーヘッド設置免除部分は補助散水

栓による包含とする。 

・水源水槽及びポンプ類は、Ⅲ期までを踏まえた容量・能力とすること。 

・電気室のハロゲン消火設備に替わる消火設備を検討すること。 

 

◎ガス設備 

  ・内装改修に伴うガス設備の改修をおこなう。 

  ・ガスの種類は、都市ガス（１３Ａ）とする。 
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◎特殊ガス設備 

  ・病院用途に供する既存医療ガス設備を撤去し、実験室・研究室等に必要な下記の特

殊ガス設備を新設する。 

酸素、窒素、炭酸ガス、吸引 

・供給源設備は地下１階機械室内に設置し、各室までの配管をおこなう。 

・供給源設備は、Ⅲ期までを踏まえたスペース・容量とすること。 

 

◎空気調和設備 

  ・内装改修に伴う空気調和設備の改修をおこなう。 

 ・空調方式は電気式ヒートポンプパッケージエアコン（以下、空調機）による個別方

式とする。 

 ・新設する空調機は寒冷地仕様とする。 

・現在、第一病棟で使用されている壁掛形空調機 130 台程度の再利用を検討すること。

（経年３年） 

・空調機は個別リモコン及び集中リモコンによる管理方式とする。 

・室外機は各室近傍のバルコニーに設置する。 

・既存空調設備は第二病棟で使用する機器を除き撤去とする。 

 

◎換気設備 

  ・内装改修に伴う換気設備の改修をおこなう。 

  ・各居室は全熱交換形換気扇による第一種換気とする。 

  ・既存排煙設備(第二病棟系統)の切り回し改修をおこなう。 

 

◎自動制御設備 

  ・時間外退出時における空調機の消し忘れ防止や節電機能など省エネルギーを考慮し，

集中管理リモコンを設置し、個別スイッチと集中リモコンにより管理する方式とす

る。 

  ・給水ポンプや受水槽の基幹設備の異常を早期把握のため、入院棟東１階防災センタ

ーの既設中央監視制御設備で状態監視できるようにすること。 

 

◎昇降機設備 

  ・改修範囲内の２台を更新する。(乗用１台･人荷用１台) 

  ・エレベーターの状態等は、入院棟東１階の防災センターに設置してある既設エレベ

ーター監視盤で監視できるようにする。 

  

◎特殊搬送設備 

  ・改修範囲内の既存気送管設備の撤去切り回しを行う。 

 

＜共通事項＞ 

◎仮設計画 

・Ⅰ期整備の完了後、Ⅱ期～Ⅲ期においても、隣接する第二病棟への動線を常時２フ

ロア毎に確保するために必要な設備（照明設備、防災設備等）を第二病棟への動線

部分に整備する。 

◎環境への配慮 

・別途発注する建築設計と協力し省エネルギー性能指標 BEI≦0.60 を確保する。 
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◎防犯への配慮 

・隣接する第二病棟との間のセキュリティ（電気錠）を整備し、Ⅱ～Ⅲ期工事期間中

も維持可能とすること。 

 

４．施設の設計に当たって留意する事項 

   施設の設計に当たっては、事業趣旨及び目的を十分把握し、次の事項に留意して

設計を行う。 

①良好な居住環境への配慮 

②防災性、防犯性の確保 

③省エネルギー・省資源等の環境負荷低減への配慮 

④周辺環境への配慮 

⑤建設コスト、維持管理コストの縮減 

⑥工期短縮への配慮 

⑦必要な諸室を整備するとともに地震等の災害時における安全性の確保 

⑧官公庁等との打合せを行い、打合せ記録を提出する事。 

 

 

 

 

 

 

◎電力貯蔵設備 

  ・受変電設備操作及び非常照明電源として直流電源設備の更新をおこなう。 
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